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取
締
役
会
の
権
限
と

そ
の
委
譲

高

島

正

夫

六五四三二一
は
　
じ
　
め
　
に

取
締
役
会
と
代
表
取
締
役
の
関
係

取
締
役
会
と
常
務
会
そ
の
他
の
委
員
会

業
務
担
当
取
締
役
と
使
用
人
兼
務
取
締
役

取
締
役
会
の
権
限
委
譲
を
め
ぐ
る
立
法
論

む
　
す
　
び

は
　
じ
　
め
　
に

　
わ
が
国
の
会
社
法
が
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
最
も
大
き
な
改
正
の
一
つ
は
、
昭
和
二
五
年
に
行
わ
れ
た
株
式
会
社
法
の
改
正
で
あ
る
、
そ
の
改
正

の
眼
目
は
、
授
権
資
本
と
無
額
面
株
式
の
採
用
に
よ
る
資
本
調
達
の
円
滑
化
、
個
々
の
株
主
の
地
位
強
化
に
よ
る
投
資
大
衆
の
保
護
、
及
び
、
取

締
役
会
の
新
設
に
伴
う
機
関
権
限
の
再
分
配
で
あ
つ
た
。
そ
の
う
ち
前
二
者
の
改
正
点
に
つ
い
て
は
、
改
正
法
の
施
行
後
、
比
較
的
早
い
時
期
に

そ
の
制
度
が
利
用
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
う
各
種
の
問
題
点
が
現
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
取
締
役
会
の
新
設
を
中
心
と
す
る
機
関
権
限
の
分

　
　
　
取
締
役
会
の
権
限
と
そ
の
委
譲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
（
七
四
五
）



　
　
　
取
締
役
会
の
権
限
と
そ
の
委
譲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
（
七
四
六
）

配
問
題
に
っ
い
て
は
、
改
正
当
初
か
ら
、
そ
の
制
度
の
理
解
に
つ
い
て
学
説
の
対
立
は
あ
つ
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
約
二
〇
年
間
に
わ
た
つ
て
、

実
務
上
大
き
な
問
題
を
ひ
き
起
す
こ
と
は
な
か
つ
た
。
け
れ
ど
も
、
昭
和
四
〇
年
三
月
の
山
陽
特
殊
製
鋼
の
倒
産
の
際
に
、
長
期
に
わ
た
つ
て
巨

額
の
粉
飾
決
算
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
ま
た
、
そ
の
後
も
い
く
つ
か
の
有
力
企
業
に
お
い
て
粉
飾
決
算
が
発
見
さ
れ
、
商
法
上
の
監

査
制
度
に
不
備
の
あ
る
こ
と
が
強
く
指
摘
さ
れ
た
。
そ
こ
で
昭
和
四
九
年
に
は
、
取
締
役
会
に
よ
る
業
務
監
査
が
効
果
を
収
め
て
こ
な
か
つ
た
こ

と
に
注
目
し
て
、
商
法
上
、
監
査
役
に
会
計
監
査
の
み
で
な
く
業
務
監
査
の
権
限
を
も
認
め
、
こ
れ
に
伴
う
必
要
な
改
正
を
行
つ
た
。
ま
た
他
方

で
は
、
い
わ
ゆ
る
監
査
特
例
法
を
制
定
し
て
、
資
本
額
が
一
定
規
模
以
上
の
株
式
会
社
に
お
い
て
は
、
監
査
役
の
監
査
の
ほ
か
に
、
公
認
会
計
士

ま
た
は
監
査
法
人
で
あ
る
会
計
監
査
人
に
よ
る
決
算
監
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
た
。

　
こ
の
昭
和
四
九
年
の
監
査
制
度
の
強
化
に
関
す
る
改
正
の
際
に
、
衆
議
院
法
務
委
員
会
及
び
参
議
院
法
務
委
員
会
が
行
つ
た
付
帯
決
議
に
基
い

て
、
法
制
審
議
会
商
法
部
会
は
、
株
式
会
社
法
の
当
面
す
る
基
本
的
な
間
題
点
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
し
、
昭
和
五
三
年
ご
頁
に
は
、
「
株
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

会
社
の
機
関
に
関
す
る
改
正
試
案
」
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
試
案
に
お
い
て
は
、
取
締
役
及
び
取
締
役
会
に
つ
い
て
も
重
要
な
問
題
が
提
起

さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
取
締
役
会
の
な
か
に
経
営
委
員
会
を
設
置
し
、
ま
た
、
業
務
担
当
取
締
役
に
っ
い
て
も
新
し
く
規
制
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

更
に
、
取
締
役
と
会
社
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
競
争
行
為
、
自
己
取
引
に
つ
い
て
認
許
手
続
を
改
め
、
ま
た
、
会
社
に
対
す
る
責
任
及
び
第
三
者

に
対
す
る
責
任
に
つ
い
て
査
定
手
続
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
取
締
役
会
決
議
の
蝦
疵
に
っ
い
て
も
、
取
締
役
会
決
議
無
効
確
認
の
訴
を
提

起
で
き
る
も
の
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
点
が
ど
の
よ
う
な
時
期
に
ど
の
よ
う
な
規
模
に
お
い
て
改
正
さ
れ
て
い
く
か
は
、
現
在
で
は
な
お
予
想
し
難
い
が
、
今
後
も
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

方
面
で
種
々
の
論
議
が
行
わ
れ
、
か
な
り
の
意
見
の
対
立
が
生
ず
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
に
生
ず
る
対
立
の
原
因
と
し
て
は
、
各
国

に
お
け
る
取
締
役
会
制
度
の
推
移
と
わ
が
国
の
現
状
に
関
す
る
認
識
の
相
違
に
基
く
も
の
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
取
締
役
会
、
代
表
取
締
役
な
ど
を

め
ぐ
る
法
理
論
の
構
成
に
関
す
る
学
説
の
差
異
を
原
因
と
す
る
も
の
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
取
締
役
会
の
権
限
と
そ
の
委



譲
の
問
題
を
中
心
に
、
改
正
試
案
の
公
表
を
契
機
に
、
こ
れ
ま
で
の
学
説
対
立
の
原
因
を
探
り
、
そ
の
解
決
と
理
論
の
前
進
の
た
め
に
役
立
た
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

た
い
。
更
に
、
各
国
に
お
け
る
取
締
役
会
制
度
の
新
し
い
動
向
を
配
慮
し
な
が
ら
、
わ
が
国
の
取
締
役
会
制
度
の
改
正
の
た
め
に
は
、
何
を
な
す

べ
き
か
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
1
）
　
改
正
試
案
の
内
容
と
そ
れ
に
対
す
る
慶
鷹
義
塾
大
学
商
法
研
究
会
の
改
正
意
見
は
、
本
誌
五
二
巻
九
号
八
二
頁
以
下
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
　
稲
葉
威
雄
・
元
木
伸
・
浜
崎
恭
生
「
株
式
会
社
機
関
改
正
試
案
に
対
す
る
各
界
意
見
の
分
析
（
一
）
ー
（
六
完
）
商
事
法
務
八
五
七
－
八
五
九
、
八
六
一
1
八
六
三
号
。

（
3
）
　
各
国
に
お
け
る
取
締
役
会
制
度
の
動
向
を
概
観
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
会
社
法
で
は
、
株
主
総
会
に
よ
つ
て
選
任
さ
れ
た
取
締
役
は
取
締
役
会
を
構
成

　
す
る
。
取
締
役
会
は
業
務
執
行
の
権
限
を
有
す
る
が
、
大
会
社
に
お
い
て
は
社
外
取
締
役
の
数
が
過
半
数
に
及
ぶ
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
日
常
の
業
務
執
行
は
執
行
担
当
者

　
が
行
つ
て
い
る
。
業
務
執
行
の
担
当
者
で
あ
る
社
長
、
副
社
長
、
秘
書
役
（
ω
①
R
①
鼠
曙
）
、
会
計
役
（
耳
8
ω
霞
9
）
は
い
ず
れ
も
o
臼
8
『
で
あ
り
、
取
締
役
会
に
よ
つ
て
選

　
任
さ
れ
る
。
多
く
の
州
に
お
い
て
は
、
社
長
は
取
締
役
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
他
の
o
曲
8
『
は
取
締
役
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
と
さ
れ
、
取
締
役
会
の
決
定
し
た

　
基
本
方
針
に
従
つ
て
、
業
務
執
行
に
当
る
仕
組
と
な
つ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
よ
う
な
監
査
役
の
制
度
は
な
い
が
、
前
述
し
た
よ
う
な
仕
組

　
が
と
ら
れ
て
い
る
た
め
、
取
締
役
会
が
社
長
以
下
の
o
曲
o
段
を
監
視
す
る
機
能
を
果
し
て
ぎ
た
。
ま
た
最
近
に
お
い
て
は
、
業
務
執
行
の
担
当
者
と
な
つ
て
い
る
取
締
役
を
中

　
心
に
、
執
行
委
員
会
（
霞
Φ
8
瓜
話
8
ヨ
ヨ
一
簿
8
）
が
構
成
さ
れ
る
と
共
に
、
社
外
取
締
役
を
中
心
に
監
査
委
員
会
（
き
＆
け
8
ヨ
ヨ
一
簿
8
）
が
組
織
さ
れ
る
こ
と
が
多

　
い
。
こ
の
監
査
委
員
会
は
会
計
監
査
人
の
候
補
者
を
推
せ
ん
し
、
そ
の
会
計
監
査
人
に
よ
つ
て
会
計
監
査
が
厳
格
に
行
わ
れ
て
い
る
。
更
に
大
会
社
に
お
い
て
は
、
業
務
執
行
の

　
担
当
者
の
報
酬
を
決
定
す
る
報
酬
委
員
会
（
8
ヨ
需
霧
9
一
2
8
ヨ
ヨ
§
8
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
取
締
役
会
の
機
能
は
狭
義
の
経
営
機
能

　
か
ら
、
監
査
機
能
を
有
効
に
果
し
う
る
よ
う
に
と
工
夫
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
　
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
い
て
は
、
株
主
総
会
に
よ
つ
て
二
名
以
上
の
取
締
役
が
選
任
さ
れ
る
が
、
従
業
員
出
身
の
取
締
役
す
な
わ
ち
社
内
取
締
役
が
過
半
数
を
占
め
て
い
る
の
が
実

　
情
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
定
款
ま
た
は
株
主
総
会
の
決
議
に
基
い
て
、
取
締
役
会
は
こ
の
社
内
取
締
役
を
業
務
執
行
の
担
当
者
（
謹
四
冨
α
Q
冒
α
q
良
希
9
賃
）
と
し
て
選
任
し
、
ま

　
た
、
必
要
に
応
じ
て
上
級
の
管
理
職
員
を
選
任
す
る
。
取
締
役
に
よ
つ
て
選
任
さ
れ
た
執
行
担
当
者
が
日
常
の
業
務
執
行
と
代
表
に
当
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
業
務
執
行
を
担
当

　
し
な
い
取
締
役
は
、
会
社
経
営
に
つ
い
て
の
監
視
を
継
続
的
に
行
つ
て
い
る
。
ま
た
、
株
主
総
会
は
勅
許
会
計
士
協
会
に
属
す
る
会
計
士
で
あ
る
会
計
監
査
役
（
き
良
8
『
）
を

　
選
任
し
、
従
属
会
社
を
も
含
め
て
必
要
な
会
計
監
査
を
行
わ
せ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
ア
メ
リ
カ
法
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
取
締
役
会
の
な
か
の
委
員
会
は
存
在
し
な
い
し
、
各
会

　
社
の
個
別
的
な
事
情
を
重
視
し
て
、
こ
れ
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
法
構
造
を
有
し
て
い
る
。
従
つ
て
イ
ギ
リ
ス
法
で
は
、
業
務
執
行
に
お
け
る
指
揮
と
監
視
の
機
能
は
未
分
離
の

　
状
態
に
あ
る
と
い
え
る
。

　
　
西
ド
イ
ッ
の
場
合
に
は
、
原
則
と
し
で
．
株
主
及
び
従
業
員
の
代
表
者
か
ら
監
査
役
会
（
》
亀
ω
一
畠
窪
暮
）
が
構
成
さ
れ
、
そ
の
人
数
も
二
名
な
い
し
一
五
名
と
比
較
的
多

　
い
。
こ
の
監
査
役
会
が
取
締
役
の
選
任
と
解
任
の
権
限
を
有
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
権
限
を
と
お
し
て
、
取
締
役
の
行
う
業
務
執
行
を
監
査
す
る
機
能
を
果
し
て
い
る
。
監
査

　
役
会
は
こ
の
ほ
か
に
も
計
算
書
類
の
承
認
の
任
務
も
有
し
て
い
る
が
、
取
締
役
会
の
政
策
決
定
に
は
関
係
し
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
。
た
だ
定
款
を
も
つ
て
、
　
一
定
種
類
の
業

　
取
締
役
会
の
権
限
と
そ
の
委
譲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
（
七
四
七
）



取
締
役
会
の
権
限
と
そ
の
委
譲

四
　
　
（
七
四
八
）

務
に
つ
い
て
は
、
監
査
役
の
同
意
を
要
す
る
も
の
と
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
会
社
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
経
済
監
査
士
で
あ
る
決
算
検
査
役
（
＞
げ
ω
o
匡
諾
沼
毎
剛
段
）

に
よ
る
検
査
が
要
求
さ
れ
、
決
算
検
査
役
と
監
査
役
と
の
協
力
体
制
に
よ
る
監
査
機
能
の
強
化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
監
査
役
会
が
数
名
の
取
締
役
を
選
任
す
る
と
、
取
締
役
会

（
＜
o
黍
鼠
＆
）
は
業
務
執
行
に
当
り
会
社
を
代
表
す
る
こ
と
と
な
る
。
株
主
総
会
も
業
務
執
行
に
関
し
て
適
法
に
決
議
で
き
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
。
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て

は
、
こ
の
よ
う
に
取
締
役
会
だ
け
が
業
務
執
行
の
権
限
を
有
し
て
お
り
、
監
査
役
会
の
開
催
は
年
に
四
、
五
回
程
度
で
あ
る
た
め
、
強
過
ぎ
る
監
査
役
会
と
評
さ
れ
な
が
ら
実
際

に
は
取
締
役
会
が
強
力
に
活
動
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
株
式
会
社
の
場
合
に
は
、
業
務
執
行
機
関
と
し
て
は
取
締
役
会
の
み
か
ら
な
る
一
元
的
な
構
造
の
会
社
と
、
業
務
執
行
委
員
会
と
監
査
役
会
の
二
元
的
な
構
造
を

も
つ
会
社
と
が
あ
る
。
前
者
の
形
態
を
と
る
場
合
に
は
、
株
主
総
会
に
よ
つ
て
三
名
以
上
二
一
名
以
下
の
取
締
役
が
選
任
さ
れ
、
取
締
役
会
（
8
霧
亀
α
、
包
日
営
房
貸
讐
一
9
）

が
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
取
締
役
会
に
は
、
最
低
二
年
雇
傭
さ
れ
た
従
業
員
が
三
分
の
一
ま
で
の
範
囲
で
取
締
役
に
選
任
さ
れ
、
残
り
は
社
外
取
締
役
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
取

締
役
会
は
そ
の
構
成
員
の
な
か
か
ら
社
長
、
副
社
長
を
選
任
す
る
。
取
締
役
会
は
会
社
の
た
め
に
経
営
に
当
り
、
ま
た
、
社
長
な
ど
が
行
う
業
務
執
行
を
監
視
す
る
機
能
を
有
し

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
株
式
会
社
に
お
け
る
監
督
の
た
め
に
、
一
人
ま
た
は
数
名
の
会
計
監
査
役
（
8
田
ヨ
一
ω
鋸
マ
9
螢
目
図
8
3
冥
窃
）
が
株
主
総
会
に
よ
つ
て
選
任
さ
れ
会

社
の
計
算
書
類
を
監
査
す
る
。
次
に
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
法
の
場
合
と
同
様
に
、
業
務
執
行
委
員
会
（
良
希
9
9
希
）
と
監
査
役
会
（
8
霧
㊤
憲
⑦
ω
ξ
＜
㊤
〒

き
8
）
と
呼
ば
れ
る
二
元
的
な
機
関
構
成
を
選
択
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
株
主
総
会
に
よ
つ
て
選
任
さ
れ
た
監
査
役
会
が
業
務
執
行
を
監
督
す
る
。
そ
こ
で
、

監
査
役
会
に
よ
つ
て
業
務
執
行
委
員
会
の
構
成
員
が
選
任
さ
れ
、
会
社
業
務
の
執
行
に
当
る
。
業
務
執
行
委
員
会
の
な
か
か
ら
社
長
が
選
出
さ
れ
、
会
社
を
代
表
す
る
。
業
務
執

行
委
員
会
の
構
成
員
の
解
任
に
つ
い
て
は
、
選
任
の
場
合
と
異
な
つ
て
、
監
査
役
会
の
提
案
に
基
い
て
株
主
総
会
が
行
う
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
前
述
し
た
一
元
的
な
組
織
を
と
る

会
社
が
大
部
分
で
あ
る
が
、
最
近
で
は
、
二
元
的
な
機
関
組
織
を
選
択
す
る
大
会
社
も
現
わ
れ
て
ぎ
て
い
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
も
二
元
的
制
度
を
採
用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
会
社
の
業
務
執
行
は
業
務
執
行
委
員
会
（
ぴ
8
置
9
臣
国
召
鴨
ヨ
Φ
馨
）
に
委
ね
ら
れ
る
が
、
そ
の

構
成
員
は
一
人
ま
た
は
数
名
で
監
査
役
会
（
ω
＝
需
ミ
冨
o
q
げ
8
包
）
に
よ
つ
て
選
任
ま
た
は
解
任
さ
れ
る
。
業
務
執
行
委
員
会
の
各
構
成
員
は
会
社
を
代
表
し
て
第
三
者
と

取
引
す
る
権
限
を
有
す
る
が
、
営
業
譲
渡
な
ど
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
監
査
役
会
の
認
許
が
必
要
で
あ
る
。
監
査
役
会
は
業
務
執
行
委
員
会
の
職
務
の
遂
行
を
監
督
す
る
。
監

査
役
会
を
構
成
す
る
員
数
は
三
の
倍
数
で
（
最
低
九
名
）
、
そ
の
三
分
の
一
は
株
主
総
会
に
よ
り
選
任
さ
れ
る
株
主
代
表
、
三
分
の
一
は
従
業
員
代
表
、
残
り
の
三
分
の
一
は
株

主
代
表
及
び
従
業
員
代
表
に
よ
つ
て
選
任
さ
れ
た
構
成
員
で
あ
る
。
そ
し
て
、
従
業
員
の
過
半
数
が
決
議
し
た
と
き
は
、
監
査
役
会
に
従
業
員
代
表
を
含
め
な
い
こ
と
も
で
き
る

か
ら
、
そ
の
場
合
に
は
、
監
査
役
会
は
株
主
代
表
の
み
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
計
算
書
類
の
監
査
に
つ
い
て
は
会
計
監
査
役
（
鋤
且
濤
9
）
が
選
任
さ
れ
、
計
算

書
類
が
業
務
執
行
委
員
会
か
ら
監
査
役
会
に
提
出
さ
れ
る
場
合
に
は
、
会
計
監
査
役
の
監
査
報
告
書
が
添
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
　
取
締
役
会
と
代
表
取
締
役
の
関
係

現
行
商
法
に
お
い
て
は
、
取
締
役
会
が
業
務
執
行
機
関
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
（
商
二
六
〇
）
、
こ
の
取
締
役
会
の
権
限
委
譲
の
問
題



を
検
討
す
る
場
合
に
は
、
ま
ず
、
代
表
取
締
役
に
は
い
か
な
る
権
限
が
委
譲
さ
れ
る
か
を
中
心
に
、
代
表
取
締
役
と
取
締
役
会
の
関
係
を
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
元
来
、
取
締
役
会
の
も
つ
業
務
執
行
権
限
の
範
囲
は
定
款
所
定
の
目
的
に
よ
つ
て
定
ま
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
に

は
各
種
の
法
律
上
の
行
為
が
あ
る
と
共
に
、
種
々
の
事
実
上
の
行
為
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
業
務
執
行
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
取
締
役
会

の
権
限
と
さ
れ
る
が
（
例
外
、
商
二
四
五
・
二
四
六
・
二
六
四
な
ど
）
、
そ
の
う
ち
、
会
社
の
な
す
法
律
上
の
行
為
特
に
法
律
行
為
な
い
し
意
思
表
示

に
つ
い
て
は
、
代
表
権
限
を
有
す
る
代
表
取
締
役
が
な
す
こ
と
に
よ
つ
て
、
会
社
の
法
律
行
為
な
い
し
意
思
表
示
と
な
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
何

人
が
業
務
執
行
権
や
代
表
権
を
有
す
る
か
の
問
題
を
別
に
す
れ
ば
、
業
務
執
行
と
代
表
と
は
い
わ
ば
表
裏
の
関
係
に
あ
る
と
表
現
す
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。
特
に
こ
れ
ま
で
は
、
わ
が
国
の
民
法
及
び
商
法
に
お
い
て
は
、
法
人
の
代
表
権
限
は
常
に
業
務
執
行
の
権
限
と
結
合
し
て
、
一
個
の

機
関
に
与
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
も
つ
と
も
、
業
務
執
行
の
方
が
代
表
の
場
合
よ
り
も
対
象
と
な
る
事
項
の
範
囲
は
広
い
か
ら
、
業
務
執

行
機
関
の
全
部
が
必
ず
し
も
代
表
機
関
と
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
反
対
に
、
業
務
執
行
権
限
を
も
た
な
い
者
が
代
表
機
関
に
な
る
と
い
う
例

は
な
か
つ
た
（
民
五
三
、
商
七
六
・
一
四
七
・
一
五
一
・
一
五
六
、
有
二
六
．
二
七
、
昭
和
二
五
年
改
正
前
商
二
六
一
参
照
）
。

　
こ
れ
に
対
L
て
、
昭
和
二
五
年
の
改
正
い
ら
い
、
商
法
は
取
締
役
会
の
業
務
執
行
権
を
規
定
し
な
が
ら
、
そ
の
代
表
権
限
に
つ
い
て
は
何
も
ふ

れ
て
い
な
い
し
、
ま
た
、
代
表
取
締
役
の
業
務
執
行
権
限
に
つ
い
て
も
何
も
規
定
し
て
い
な
い
（
商
二
六
〇
．
二
六
一
参
照
）
。
従
つ
て
、
株
式
会

社
に
つ
い
て
だ
け
は
、
会
社
の
業
務
執
行
機
関
と
代
表
機
関
と
を
分
離
す
る
と
い
う
例
外
現
象
が
生
じ
て
き
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
そ
の
た
め
、

取
締
役
会
の
も
つ
業
務
執
行
権
限
と
代
表
取
締
役
の
代
表
権
限
と
の
間
に
い
か
な
る
関
係
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
五
年
の
改
正
当
時
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ら
学
説
は
対
立
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
お
お
よ
そ
次
の
三
っ
の
立
場
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
説
は
、
代
表
取
締
役
と
取
締
役
会
と
は
別
個
か
つ
独
立
の
並
立
的
機
関
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
説
に
よ
る
と
、
株
式
会
社
の
業
務
執
行
を

そ
の
意
思
決
定
と
執
行
自
体
と
に
分
け
、
前
者
は
取
締
役
会
に
、
後
者
は
代
表
取
締
役
に
専
属
す
る
と
理
解
す
る
か
ら
、
代
表
取
締
役
は
執
行
自

体
と
代
表
と
を
担
当
す
る
機
関
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
業
務
執
行
の
意
思
決
定
を
な
す
権
限
は
取
締
役
会
に
専
属
す
る
が
、
代
表
取
締
役
は
定

　
　
　
取
締
役
会
の
潅
限
と
そ
の
委
譲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
（
七
四
九
）



　
　
　
取
締
役
会
の
権
限
と
そ
の
委
譲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
　
（
七
五
〇
）

款
ま
た
は
取
締
役
会
か
ら
委
任
さ
れ
た
場
合
、
か
つ
、
そ
の
範
囲
に
お
い
て
決
定
権
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
。
た
だ
、
日
常
の
業
務
執
行
の
意
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

決
定
の
権
限
の
委
任
は
、
代
表
取
締
役
の
選
任
行
為
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
る
と
す
る
。
こ
の
第
一
説
が
現
在
で
は
多
数
説
と
い
え
る
し
、
前
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

し
た
「
株
式
会
社
の
機
関
に
関
す
る
改
正
試
案
」
の
う
ち
に
も
、
こ
の
立
場
を
基
礎
と
し
て
立
案
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
個
所
も
あ
る
。

　
第
二
説
は
、
株
式
会
社
の
業
務
執
行
を
担
当
す
る
機
関
は
取
締
役
会
と
代
表
取
締
役
と
で
あ
る
が
、
取
締
役
会
は
業
務
執
行
の
決
定
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
執
行
自
体
を
な
す
権
限
を
有
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
取
締
役
会
が
自
ら
執
行
す
る
た
め
に
は
取
締
役
全
員
が
こ
れ
に
当
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら
、
法
は
実
際
の
便
宜
を
考
慮
し
て
、
こ
れ
を
代
表
取
締
役
に
委
譲
す
べ
き
も
の
と
し
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
代
表
取
締
役
の
権
限

は
取
締
役
会
の
権
限
に
由
来
す
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
。
代
表
取
締
役
は
、
法
津
で
株
主
総
会
ま
た
は
取
締
役
会
の
決
議
事
項
と
さ
れ
た
も
の
を

除
い
て
、
代
表
権
の
範
囲
内
の
行
為
す
な
わ
ち
営
業
に
関
す
る
い
つ
さ
い
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
自
ら
決
定
し
か
つ
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
取

締
役
会
か
ら
業
務
執
行
に
関
す
る
意
思
決
定
の
権
限
の
委
任
を
受
け
る
必
要
は
な
い
。
そ
の
よ
う
に
解
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
代
表
権
の
制
限
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

も
つ
て
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
規
定
（
商
二
六
一
皿
・
七
八
）
の
意
味
を
理
解
し
難
い
と
し
て
い
る
。

　
第
三
説
は
、
取
締
役
会
は
会
社
の
業
務
執
行
に
つ
い
て
の
全
権
限
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
意
思
決
定
の
み
で
な
く
執
行
自
体
の
権
限
を
も
有
し

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
代
表
取
締
役
は
会
社
の
代
表
機
関
で
あ
り
、
取
締
役
会
の
委
任
に
基
い
て
会
社
を
代
表
し
、
法
律
行
為
を
な
す
と
い

う
地
位
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
場
合
の
委
任
も
、
会
社
の
常
務
に
属
す
る
業
務
執
行
に
つ
い
て
は
、
法
律
行
為
以
外
の
事
務
に
つ
い
て
も
、
相

当
広
範
囲
に
な
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
ろ
う
が
、
代
表
取
締
役
に
選
任
さ
れ
た
以
上
、
当
然
に
委
任
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
す
る
理

　
　
　
　
　
　
（
5
）

由
は
な
い
と
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
学
説
は
分
れ
て
い
る
が
、
元
来
、
会
社
の
業
務
執
行
に
つ
い
て
意
思
決
定
と
執
行
自
体
と
を
区
別
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

う
に
区
別
し
て
考
え
れ
ば
、
会
社
法
上
の
制
度
の
理
解
に
有
益
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
つ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
点
を
区
別
す
る
考
え
方
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
実
際
に
し
か
も
一
般
的
に
、
業
務
執
行
の
決
定
と
執
行
と
を
別
個
の
機
関



に
担
当
さ
せ
る
と
い
う
の
で
は
、
そ
の
区
別
が
観
念
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
た
考
え
方
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
法
律
上
も
、
業
務
執
行
の
決

定
の
み
あ
つ
て
執
行
自
体
の
権
限
を
伴
わ
な
い
よ
う
た
場
合
に
は
、
そ
こ
に
業
務
執
行
の
権
限
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
反
対
に
、

決
定
権
を
も
た
な
い
で
実
行
権
の
み
が
あ
る
と
い
う
場
合
に
も
、
そ
れ
を
業
務
執
行
機
関
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
つ
て
株
式
会

社
に
つ
い
て
も
、
業
務
執
行
の
決
定
権
を
有
す
る
取
締
役
会
は
そ
の
執
行
自
体
の
権
限
を
も
有
し
て
お
り
、
実
際
上
は
、
多
数
の
従
業
員
な
ど
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

補
助
者
と
し
て
利
用
し
、
業
務
の
執
行
に
当
ら
せ
て
い
る
と
解
す
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
第
一
説
は
、
株
式
会
社
の
業
務
執
行
に
つ
い

て
、
ア
メ
リ
ヵ
法
に
お
い
て
取
締
役
会
が
果
し
て
い
る
機
能
に
注
目
し
た
点
で
は
優
れ
て
い
る
が
、
日
本
法
に
お
け
る
会
社
の
業
務
執
行
権
と
代

表
権
と
の
関
係
を
見
誤
り
、
古
い
時
代
に
行
わ
れ
て
い
た
学
説
に
立
戻
り
、
そ
れ
を
更
に
進
め
る
と
い
う
無
理
な
構
成
を
試
み
た
も
の
と
評
す
る

　
　
　
　
　
（
8
）

こ
と
が
で
き
る
。

　
次
に
、
会
社
の
業
務
執
行
と
代
表
と
の
関
係
か
ら
間
題
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
会
社
の
業
務
を
執
行
し
て
い
く
場
合
に

は
、
各
種
の
法
律
行
為
や
事
実
行
為
を
広
く
遂
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
う
ち
の
法
律
行
為
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
法
律
行

為
を
な
す
か
を
決
め
る
こ
と
は
取
締
役
会
の
権
限
に
属
す
る
が
、
実
際
に
そ
の
法
律
行
為
を
な
す
に
は
代
表
権
を
も
つ
取
締
役
の
協
力
を
う
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
。
従
つ
て
、
代
表
取
締
役
が
取
締
役
会
か
ら
会
社
の
た
め
に
法
律
行
為
を
な
す
こ
と
の
委
託
を
受
け
て
、
取
締
役
会
の
補
助
者

と
し
て
活
動
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
代
表
権
と
は
直
接
の
関
係
の
な
い
多
く
の
事
実
行
為
に
つ
い
て
は
、
取
締
役
会
は
取
締
役
そ

の
他
の
適
当
な
補
助
者
に
委
託
し
て
、
こ
れ
を
遂
行
し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
会
社
の
代
表
と
業
務
執
行
と
は
、
表
裏
の
関
係

で
あ
る
と
か
代
表
取
締
役
に
選
任
さ
れ
る
と
当
然
に
業
務
執
行
権
を
伴
う
と
い
う
表
現
は
、
き
わ
め
て
大
胆
な
表
現
で
あ
つ
て
、
法
律
的
に
は
不

正
確
な
説
明
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

　
た
と
え
ば
、
会
社
の
業
務
執
行
の
権
限
は
定
款
を
も
つ
て
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
対
し
、
代
表
権
限
は
第
三
者
と
の
関
係
を
考
慮
し

て
、
任
意
の
制
限
を
許
さ
な
い
の
が
た
て
ま
え
で
あ
る
（
商
二
六
一
皿
・
七
八
、
民
五
四
）
。
ま
た
、
会
社
側
で
作
り
出
し
た
外
観
か
ら
、
特
定
の
取

　
　
　
取
締
役
会
の
権
限
と
そ
の
委
譲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
（
七
五
一
）



　
　
　
取
締
役
会
の
権
限
と
そ
の
委
譲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
　
（
七
五
二
）

締
役
を
第
三
者
に
代
表
取
締
役
で
あ
る
と
誤
解
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
代
表
権
が
あ
る
も
の
と
擬
制
さ
れ
る
場
合
に
も
（
商
二
六
二
）
、
業
務
執
行
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

ま
で
が
擬
制
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
法
律
は
業
務
執
行
権
と
代
表
権
と
を
そ
の
内
容
に
応
じ
て
区
別
し
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、

第
二
説
が
代
表
取
締
役
の
業
務
執
行
権
は
取
締
役
会
か
ら
由
来
す
る
と
解
し
な
が
ら
、
特
に
委
任
が
な
く
て
も
、
代
表
権
の
範
囲
内
の
行
為
す
な

わ
ち
営
業
に
関
す
る
い
つ
さ
い
の
行
為
に
つ
い
て
も
、
自
ら
決
定
し
か
っ
実
行
で
き
る
と
す
る
こ
と
は
、
会
社
代
表
と
業
務
執
行
の
関
係
を
誤

解
し
、
代
表
権
の
範
囲
を
定
め
る
規
定
か
ら
業
務
執
行
を
ひ
き
出
す
と
い
う
無
理
な
構
成
を
と
る
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
理
論
上

の
難
点
を
別
に
し
て
も
、
社
外
取
締
役
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
わ
が
国
の
企
業
に
お
い
て
は
、
第
二
説
の
よ
う
な
考
え
方
を
推
進
す
る
た
め
の
基
盤

が
な
い
の
み
で
な
く
、
取
締
役
会
の
形
骸
化
を
促
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
右
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
取
締
役
会
と
代
表
取
締
役
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
第
三
説
の
立
場
で
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
会
社
の
実
務
上
、
代
表
取
締
役
の
業
務
執
行
権
に
つ
い
て
定
款
で
定
め
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
第
三

説
の
立
場
を
と
る
と
、
特
定
の
取
締
役
が
代
表
取
締
役
に
選
任
さ
れ
た
場
合
に
も
、
会
社
代
表
の
ほ
か
に
業
務
執
行
ま
で
が
直
ち
に
委
任
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
が
、
実
際
に
は
、
そ
の
選
任
行
為
の
う
ち
に
会
社
の
常
務
を
中
心
と
し
て
、
相
当
の
範
囲
の
業
務
執
行
の
委
任
が
含
ま
れ
て
い
る

と
解
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
ほ
か
、
定
款
で
代
表
取
締
役
に
業
務
執
行
の
権
限
の
あ
る
こ
と
を
規
定
す
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
す
な
わ
ち
、
各
会

社
の
定
款
規
定
に
は
多
少
の
差
異
は
あ
る
が
、
会
社
が
取
締
役
会
の
決
議
を
も
つ
て
取
締
役
社
長
を
選
任
す
る
と
、
取
締
役
社
長
は
会
社
を
代
表

し
て
取
締
役
会
の
決
議
を
執
行
し
、
会
社
の
業
務
を
総
括
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
定
款
に
こ
の
よ
う
な
趣
旨
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
、
そ
の
規

定
が
い
か
な
る
内
容
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
が
、
　
一
般
に
は
代
表
取
締
役
の
有
す
る
法
定
の
権
限
の
ほ
か
に
、
業
務
執
行
に

関
す
る
権
限
を
付
加
し
て
、
こ
れ
を
会
社
の
任
意
の
業
務
執
行
機
関
と
し
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
会
社
が
定
款
を
も
つ
て
業
務
執
行
に

関
し
て
任
意
機
関
を
設
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
も
、
取
締
役
会
の
法
定
の
業
務
執
行
権
を
制
限
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
か

ら
、
こ
の
よ
う
な
代
表
取
締
役
に
は
、
取
締
役
会
の
下
部
機
関
と
し
て
の
地
位
が
与
え
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
従
つ
て
、
代
表
取
締
役
は
そ
の
業



務
執
行
に
関
し
て
、
取
締
役
会
の
指
揮
監
督
を
受
け
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
前
述
し
た
改
正
試
案
は
、
代
表
取
締
役
は
会
社
の
業
務
を
執
行
し
、
か
つ
、
法
令
ま
た
は
定
款
の
定
め
に
よ
り
取
締
役
会
ま
た
は
経
営
委
員
会

が
決
定
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
も
の
を
除
い
て
、
取
締
役
会
の
委
任
し
た
業
務
執
行
を
決
定
す
る
と
定
め
て
い
る
（
前
掲
改
正
試
案
第
二
、
二
、
1

b
参
照
）
。
こ
の
試
案
の
立
場
は
、
会
社
の
代
表
と
業
務
執
行
の
区
別
を
正
確
に
理
解
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
業
務
執
行
の
決
定
機
能
と
執

行
機
能
の
分
化
を
前
提
と
し
て
い
る
な
ど
の
点
で
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
批
判
を
免
れ
な
い
と
考
え
る
。
更
に
試
案
は
、
会
社
の
代

表
取
締
役
は
取
締
役
会
が
委
任
し
た
と
き
は
、
業
務
執
行
の
決
定
を
す
る
と
定
め
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
立
案
関
係
者
も
、
日
常
の
業
務

執
行
の
委
任
も
代
表
取
締
役
の
選
任
行
為
の
う
ち
に
は
含
ま
れ
な
い
と
解
し
て
、
代
表
取
締
役
に
対
す
る
取
締
役
会
の
監
視
機
能
を
強
化
し
よ
う

　
　
　
　
（
10
）

と
し
て
い
る
。
立
案
関
係
者
の
こ
の
点
の
狙
い
は
理
解
で
き
る
が
、
そ
の
た
め
に
、
代
表
取
締
役
へ
の
委
任
は
明
示
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す
る
の
も
窮
屈
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
法
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
取
締
役
会
は
政
策
立
案
機
関
ま
た
は
監
視
機
関
と
な
り
、
業
務
執
行
は
原
則

的
に
代
表
取
締
役
に
委
ね
る
と
い
う
方
式
も
、
理
論
的
に
は
検
討
の
対
象
と
な
ろ
う
。
た
だ
、
わ
が
国
の
企
業
に
お
い
て
は
ア
メ
リ
カ
の
実
際
と

異
な
つ
て
、
社
外
取
締
役
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て
い
な
い
。
従
つ
て
、
取
締
役
会
の
監
視
機
能
を
強
化
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
代
表
取
締
役
の
業

務
執
行
権
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
の
は
一
つ
の
考
え
方
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
い
つ
て
、
取
締
役
会
の
形
骸
化
を
更
に
進
め

る
お
そ
れ
が
あ
り
、
そ
の
点
に
関
す
る
改
正
試
案
の
内
容
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

　
　
（
1
）
　
取
締
役
会
と
代
表
取
締
役
の
業
務
執
行
権
限
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
は
第
一
説
と
第
二
説
の
二
つ
の
立
場
に
分
類
さ
れ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
第
三
説
が
存
在
し

　
　
　
て
お
り
、
第
一
説
と
第
二
説
を
調
和
し
た
場
所
に
位
置
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
こ
の
関
係
を
三
つ
の
立
場
に
分
類
し
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
　
（
2
）
鈴
木
竹
雄
・
新
版
会
社
法
二
二
八
、
一
四
二
頁
、
田
中
誠
二
・
全
訂
会
社
法
詳
論
上
五
一
二
、
五
二
六
ー
五
二
七
頁
、
石
井
照
久
・
会
社
法
上
三
二
六
、
…
三
頁
。

　
　
（
3
）
　
元
木
伸
「
株
式
会
社
の
機
関
に
関
す
る
改
正
試
案
の
解
説
㈲
」
商
事
法
務
八
三
一
号
九
頁
、
喜
多
了
祐
「
取
締
役
の
職
務
内
容
」
金
融
・
商
事
判
例
五
七
二
号
六
五
頁
。

　
　
（
4
）
大
隅
健
一
郎
・
新
訂
会
社
法
概
説
一
一
九
、
一
二
二
－
二
…
頁
、
山
口
幸
五
郎
・
注
釈
会
社
法
ω
、
商
法
二
六
一
条
注
釈
三
五
八
頁
、
河
本
一
郎
・
現
代
会
社
法
（
新
訂

　
　
　
第
一
版
）
三
二
八
ー
三
二
九
頁
。

　
　
（
5
）
津
田
利
治
・
会
社
法
の
大
意
上
二
六
一
－
二
六
六
頁
、
大
賀
祥
充
・
現
代
株
式
会
社
法
一
一
〇
1
＝
一
頁
、
倉
沢
康
一
郎
・
会
社
法
の
論
理
一
七
四
頁
以
下
、
一
八
一
－

　
　
　
取
締
役
会
の
権
限
と
そ
の
委
譲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
（
七
五
三
）



　
取
締
役
会
の
権
限
と
そ
の
委
譲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
　
　
（
七
五
四
）

　
一
八
二
頁
。

（
6
）
明
治
時
代
の
ド
イ
ツ
及
び
わ
が
国
の
多
数
説
は
、
会
社
が
第
三
者
と
法
律
行
為
を
な
す
の
は
会
社
の
代
表
で
あ
つ
て
業
務
執
行
で
は
な
い
と
解
し
て
い
た
（
片
山
義
勝
・
会

社
法
原
論
・
明
治
四
四
年
七
二
頁
、
松
本
黙
治
・
会
社
法
・
大
正
二
年
七
四
頁
）
の
に
対
し
、
西
本
辰
之
助
博
士
は
、
そ
れ
は
業
務
の
決
定
の
み
を
業
務
執
行
と
し
そ
の
実
行
を

　
見
逃
し
た
結
果
で
あ
る
と
し
て
、
業
務
執
行
に
つ
い
て
決
定
と
実
行
と
を
区
別
し
て
理
解
す
べ
き
こ
と
を
初
あ
て
主
張
さ
れ
た
（
西
本
・
会
社
法
講
義
案
・
大
正
六
年
八
八
！

　
八
九
頁
、
三
四
〇
頁
）
。
そ
の
後
は
、
こ
の
考
え
方
に
立
つ
て
両
者
を
分
離
し
て
考
え
る
立
場
が
一
般
的
と
な
つ
た
。
な
お
西
本
博
士
は
、
業
務
執
行
機
関
で
あ
る
た
め
に
は
業

　
務
執
行
の
決
定
を
含
む
必
要
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
西
本
・
会
社
法
四
版
九
九
－
一
〇
〇
頁
）
。

（
7
）
倉
沢
・
前
掲
一
六
六
ー
一
六
七
頁
、
高
鳥
・
会
社
法
一
六
一
－
一
六
二
頁
。

（
8
）
諸
外
国
の
立
法
例
の
多
く
は
、
そ
の
表
現
上
の
差
異
に
か
か
わ
ら
ず
、
会
社
の
業
務
執
行
は
取
締
役
会
が
行
う
も
の
と
定
め
て
い
る
が
（
西
ド
イ
ツ
株
式
法
七
七
条
、
ヨ
ー

　
・
ッ
パ
会
社
法
六
二
条
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
会
社
法
七
〇
一
条
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
会
社
法
三
〇
〇
条
）
、
そ
の
場
合
に
は
、
取
締
役
会
は
原
則
的
に
業
務
執
行
の
決
定
と
実
行
を

　
な
し
、
ま
た
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
指
揮
、
監
督
す
る
権
限
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
の
立
法
例
の
う
ち
に
は
、
対
外
的
な
代
表
権
と
業
務
執
行
権
を
区
別
し
な

　がら、

同
時
に
、
そ
れ
ら
は
取
締
役
会
に
属
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
（
西
ド
イ
ッ
株
式
法
七
八
条
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
六
五
条
）
。

（
9
）
　
津
田
・
前
掲
上
二
六
三
－
二
六
四
頁
。

（
10
）
　
元
木
・
前
掲
一
〇
頁
。

三
　
取
締
役
会
と
常
務
会
そ
の
他
の
委
員
会

　
取
締
役
会
の
権
根
を
委
譲
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
次
に
、
常
務
会
そ
の
他
の
委
員
会
に
委
譲
す
る
場
合
の
関
係
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
多
数
の

取
締
役
を
有
し
て
い
る
会
社
で
あ
る
と
か
、
海
外
や
地
方
の
支
店
に
取
締
役
を
常
駐
さ
せ
て
い
る
会
社
に
お
い
て
は
、
取
締
役
会
を
ひ
ん
ば
ん
に

開
催
す
る
こ
と
は
不
便
で
あ
る
の
で
、
取
締
役
会
の
ほ
か
に
常
務
会
な
ど
を
設
け
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
常
務
会
の
構
成
員
は
会
社
に
よ
つ

て
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
が
、
代
表
取
締
役
に
業
務
担
当
取
締
役
を
加
え
た
も
の
、
あ
る
い
は
、
平
取
締
役
の
一
部
を
加
え
た
も
の
な
ど
も
あ

る
。
こ
の
常
務
会
に
お
い
て
は
、
業
務
執
行
に
関
す
る
重
要
事
項
を
取
締
役
会
が
決
定
す
る
以
前
に
審
議
し
、
必
要
な
根
回
し
を
し
て
か
ら
取
締

役
会
に
上
程
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
と
並
ん
で
、
日
常
の
業
務
の
決
定
に
つ
い
て
も
特
に
重
要
な
も
の
は
常
務
会
を
開
催
し
て
決
定
す
る
場
合

も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
従
つ
て
、
常
務
会
は
取
締
役
会
の
諮
問
機
関
な
い
し
準
備
機
関
と
し
て
の
性
格
が
中
心
で
あ
る
が
、
日
常
の
業
務
に



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

つ
い
て
は
決
定
機
関
と
し
て
の
機
能
を
果
す
こ
と
も
あ
る
。

　
こ
の
点
は
、
各
国
法
の
定
め
る
常
務
会
そ
の
他
の
委
員
会
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
同
一
で
な
い
か
ら
、
取
締
役
会
内
部
の
委
員
会
の
活
動
に
つ

い
て
、
特
色
の
あ
る
い
く
つ
か
を
あ
げ
て
み
ょ
う
。
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
は
、
取
締
役
会
は
会
社
の
目
的
及
び
法
律
に
よ
り
総
会
に
明
示
的
に

付
与
さ
れ
た
も
の
を
除
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
、
会
社
の
名
に
お
い
て
行
為
す
る
広
汎
な
権
限
を
有
す
る
が
、
こ
の
取
締
役
会
は
諮
問
し
た
問

題
の
調
査
を
任
務
と
す
る
委
員
会
の
設
置
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
取
締
役
会
は
そ
の
責
任
に
お
い
て
、
当
該
委
員
会
の

構
成
及
び
職
務
権
限
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
フ
ラ
ン
ス
会
社
法
九
八
条
一
項
、
同
令
九
〇
条
二
項
）
。
こ
の
種
の
委
員
会
は
数
個
設
け
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

で
き
る
が
、
業
務
執
行
に
関
す
る
決
定
権
を
委
員
会
に
付
与
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
い
て
は
、
定
款
ま
た
は
株
主
総
会
の

決
議
に
基
い
て
、
取
締
役
会
に
お
い
て
業
務
執
行
を
担
当
す
る
取
締
役
を
定
め
、
そ
の
者
に
専
属
的
に
取
締
役
会
の
権
限
を
付
与
す
る
と
、
委
託

さ
れ
た
限
度
に
お
い
て
、
業
務
執
行
を
担
当
す
る
取
締
役
は
単
独
で
そ
の
権
限
を
行
使
で
き
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
業
務
執
行
を
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

す
る
取
締
役
の
選
任
は
取
締
役
会
で
行
う
が
、
解
任
は
取
締
役
会
ま
た
は
株
主
総
会
で
行
う
と
解
さ
れ
る
点
も
注
目
す
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。

　
更
に
ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
は
、
前
述
し
た
取
締
役
会
内
部
の
執
行
委
員
会
が
こ
れ
に
近
い
も
の
と
さ
れ
る
が
、
執
行
委
員
会
も
最
初
は
取
締

役
会
に
対
す
る
調
査
機
関
な
い
し
助
言
機
関
に
と
ど
ま
つ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
取
締
役
会
か
ら
ま
ず
日
常
の
業
務
執
行
に
つ
い
て
の
権
限
が
委

譲
さ
れ
、
執
行
委
員
会
は
取
締
役
会
の
権
限
の
一
部
を
行
使
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
、
現
在
で
は
、
委
員
会
に
委
譲
で
き
な
い
権
限
の
範
囲
を
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

確
に
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
つ
て
い
る
。
特
に
大
規
模
会
社
に
お
い
て
は
、
執
行
委
員
会
が
会
社
の
業
務
執
行
に
当
り
、
こ
れ
に
属
し
な
い
取
締
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

は
取
締
役
会
を
と
お
し
て
、
執
行
委
員
会
の
経
営
活
動
を
監
視
す
る
機
能
を
果
す
よ
う
に
な
つ
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
外
国
の
立
法
例
や
実
際
の
動
向
を
見
る
と
、
取
締
役
会
内
部
に
設
け
ら
れ
る
委
員
会
の
性
格
は
一
致
し
て
い
な
い
が
、
わ
が
国

に
お
け
る
取
締
役
会
の
権
限
行
使
を
適
正
に
行
わ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
う
ち
の
い
ず
れ
の
方
式
が
適
当
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
そ
の
場

合
に
は
、
わ
が
国
企
業
に
お
け
る
役
員
の
経
歴
や
構
成
、
監
査
役
制
度
の
あ
り
方
な
ど
、
種
々
の
観
点
か
ら
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
　
　
取
締
役
会
の
権
限
と
そ
の
委
譲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
（
七
五
五
）



　
　
　
取
締
役
会
の
権
限
と
そ
の
委
譲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
　
（
七
五
六
）

が
、
社
外
取
締
役
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
現
状
に
お
い
て
は
、
取
締
役
会
の
な
か
に
常
務
会
を
設
け
、
業
務
執
行
に
関
し
て
慎
重
か
つ
機
動
的

な
活
動
を
期
待
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
や
は
り
従
来
の
よ
う
に
、
取
締
役
会
の
諮
問
機
関
と
し
て
の
性
格
を
中
心
に
こ
れ
を
育
て
て
い
く
の
が
妥
当

で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
常
務
会
が
取
締
役
会
に
代
わ
つ
て
実
質
的
に
業
務
執
行
の
意
思
決
定
を
行
い
、
取
締
役
会
の
方
は
こ
れ
を

追
認
す
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
な
る
と
、
そ
れ
は
現
行
法
の
規
定
に
違
反
す
る
の
み
で
な
く
、
そ
こ
に
生
ず
る
弊
害
も
無
視
で
き
な
い
。
そ
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

味
に
お
い
て
、
今
回
の
改
正
試
案
に
お
け
る
経
営
委
員
会
制
度
の
登
場
（
前
掲
改
正
試
案
第
二
、
三
参
照
）
は
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
の
経
営
委
員
会

を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
究
明
す
る
た
め
に
は
、
取
締
役
会
の
な
か
に
設
け
ら
れ
る
常
務
会
そ
の
他
の
委
員
会
の
法
的
地
位
、
取
締
役
会
と
の
関
係
な

ど
に
つ
い
て
、
更
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
会
社
は
定
款
を
も
つ
て
、
常
務
会
な
ど
の
任
意
の
業
務
執
行
機
関
を
設
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
そ
の
数
も
必
ず
し
も
一
個
に
限
ら
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
た
だ
、
取
締
役
会
は
一
般
的
に
業
務
執
行
の
権
限
を
も
つ
法
定
機
関
で
あ
る
か
ら
（
商
二
六
〇
）
、
そ
の
任
意
機
関
は
取
締
役
会
の

下
部
機
関
と
し
て
の
み
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
定
款
に
よ
る
任
意
機
関
も
法
定
機
関
の
業
務
執
行
権
限
を
奪
い
ま
た
は
制
限
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
つ
て
、
会
社
が
常
務
会
な
ど
を
設
け
た
場
合
に
も
、
常
務
会
は
取
締
役
会
の
指
揮
、
監
督
の
も
と
に
の
み
業
務
執
行
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

関
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
問
題
と
な
る
の
は
、
常
務
会
が
定
款
の
規
定
に
基
い
て
設
け
ら
れ
た
場
合
と
、
単
に
取
締
役
会
の
決
議

に
よ
つ
て
設
け
ら
れ
た
場
合
と
で
い
か
な
る
差
異
が
あ
る
か
、
あ
る
い
は
改
正
試
案
が
定
め
て
い
る
よ
う
に
、
法
律
の
規
定
に
基
く
場
合
に
は
ど

う
な
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
会
社
が
定
款
で
任
意
機
関
と
し
て
の
常
務
会
を
設
け
、
こ
の
常
務
会
に
業
務
の
執
行
を
委
託
し
た
場
合
に
は
、
商
法
で
業
務
執
行
に
関

し
て
取
締
役
会
自
身
が
決
定
す
べ
き
も
の
と
定
め
ら
れ
た
以
外
の
事
項
、
た
と
え
ば
日
常
の
会
社
業
務
に
つ
い
て
は
常
務
会
が
決
定
す
れ
ば
、
業

務
執
行
の
権
限
あ
る
機
関
が
決
定
し
た
も
の
と
し
て
法
的
に
評
価
さ
れ
る
。
た
だ
こ
の
場
合
に
も
、
取
締
役
会
は
業
務
執
行
に
関
し
て
常
務
会
に

委
託
し
た
事
項
に
つ
い
て
、
全
般
的
な
監
視
義
務
を
負
う
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
義
務
に
違
反
す
れ
ば
、
そ
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な



い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
定
款
の
規
定
に
基
か
な
い
で
、
取
締
役
会
の
決
議
の
み
で
常
務
会
を
設
け
た
場
合
に
は
、
取
締
役
会
に
は
会
社
の
機
関
を

創
造
す
る
権
限
は
な
い
か
ら
、
そ
の
い
わ
ゆ
る
常
務
会
に
は
会
社
機
関
と
し
て
の
性
格
は
生
じ
な
い
。
従
つ
て
、
取
締
役
会
が
そ
の
決
議
の
み
で

常
務
会
を
設
け
た
場
合
に
は
、
そ
れ
は
下
部
機
関
と
し
て
地
位
が
与
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
取
締
役
会
の
活
動
の
た
め
の
補
助
者
と
し
て
の

地
位
を
認
め
う
る
に
過
ぎ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
場
合
に
も
、
常
務
会
が
業
務
執
行
の
た
め
に
あ
る
決
定
を
な
す
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
か
ら
、

そ
の
決
定
を
取
締
役
会
自
身
が
会
社
の
業
務
執
行
と
し
て
承
認
ま
た
は
受
領
し
た
場
合
に
は
、
業
務
執
行
に
関
す
る
決
定
と
し
て
の
意
味
を
も
ち

う
る
こ
と
と
な
る
。

　
今
回
の
改
正
試
案
は
経
営
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
、
定
款
に
定
め
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
取
締
役
会
が
決
定
す
る
旨
を
法
律
で
規
定
す
る

こ
と
を
予
想
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
同
時
に
、
業
務
執
行
に
関
し
て
取
締
役
会
の
権
限
と
さ
れ
る
事
項
の
う
ち
の
あ
る
も
の
を
、
経
営
委
員
会

に
委
任
で
き
る
旨
を
定
め
よ
う
と
し
て
い
る
（
前
掲
改
正
試
案
第
二
、
三
、
1
、
3
参
照
）
。
改
正
試
案
の
上
か
ら
は
、
具
体
的
に
い
か
な
る
規
定
を

設
け
よ
う
と
し
て
い
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
経
営
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
、
そ
の
構
成
や
権
限
を
含
め
て
商
法
に
規
定
す
る
よ
う
に
な
る

と
、
定
款
ま
た
は
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
つ
て
設
置
さ
れ
る
経
営
委
員
会
の
法
的
地
位
は
い
か
な
る
も
の
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
う
ち
、
定
款

に
よ
つ
て
設
置
さ
れ
た
場
合
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
そ
こ
に
任
意
機
関
と
し
て
の
地
位
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
か
ら
、
経
営

委
員
会
の
構
成
や
権
限
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
点
に
、
新
し
く
規
定
す
る
こ
と
の
意
義
が
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
取
締
役
会
が
経
営
委
員
会
の
設
置
を
決
定
す
る
場
合
に
は
、
本
来
、
取
締
役
会
に
は
機
関
を
創
造
す
る
権
限
は
な
い
か
ら
、

そ
こ
で
設
置
さ
れ
る
経
営
委
員
会
に
は
機
関
と
し
て
地
位
は
生
じ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
改
正
試
案
が
定
款
に
よ
る
設
置
と
並
ん

で
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
る
設
置
を
と
り
あ
げ
、
ま
た
、
経
営
委
員
会
に
業
務
執
行
の
決
定
権
限
の
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら

い
う
と
、
そ
の
場
合
に
ば
例
外
的
に
、
取
締
役
会
に
機
関
創
造
の
権
限
を
認
め
る
よ
う
に
も
読
み
と
れ
る
。
立
案
関
係
者
は
常
務
会
の
現
状
を
改

善
す
る
た
め
、
新
し
く
経
営
委
員
会
の
構
成
や
権
限
を
規
定
す
る
こ
と
に
重
点
を
お
い
て
い
る
が
、
機
関
性
の
点
に
つ
い
て
前
述
し
た
よ
う
な
視

　
　
　
取
締
役
会
の
権
限
と
そ
の
委
譲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
　
（
七
五
七
）



　
　
　
取
締
役
会
の
権
限
と
そ
の
委
譲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
　
（
七
五
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

点
か
ら
検
討
し
た
か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
確
か
に
、
経
営
委
員
会
に
機
関
性
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
と
い
う
点
は
、
通
常
の
場
合
の
業
務
執

行
に
つ
い
て
は
大
き
な
差
異
を
生
じ
な
い
が
、
取
締
役
会
に
業
務
執
行
の
た
め
の
機
関
を
創
造
す
る
権
限
を
認
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
取
締
役
会
自

体
に
業
務
執
行
の
権
限
が
あ
る
か
な
い
か
な
ど
の
問
題
を
更
に
検
討
し
て
か
ら
、
立
法
す
る
こ
と
が
必
要
の
よ
う
に
考
え
る
。

　
最
後
に
、
常
務
会
ま
た
は
経
営
委
員
会
に
お
い
て
、
取
締
役
会
の
委
任
に
よ
つ
て
業
務
執
行
を
決
定
す
る
場
合
に
は
、
取
締
役
会
が
業
務
執
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

を
決
す
る
と
い
う
場
合
と
同
様
に
、
そ
の
執
行
自
体
を
も
含
む
か
と
い
う
前
述
し
た
議
論
が
繰
返
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
特
に
改

正
試
案
は
会
社
の
業
務
執
行
を
そ
の
決
定
と
執
行
と
に
分
け
、
取
締
役
会
が
決
定
し
た
と
こ
ろ
を
執
行
す
る
と
み
る
学
説
の
立
場
を
前
提
に
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

し
た
よ
う
に
も
見
え
る
た
め
、
改
正
試
案
を
具
体
的
に
立
法
す
る
場
合
に
は
問
題
と
な
る
。
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
常
務
会
ま
た
は
経
営
委
員

会
が
業
務
に
つ
い
て
決
定
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
意
思
決
定
と
執
行
自
体
の
権
限
と
を
同
時
に
有
し
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
、
執
行
自

体
を
代
表
取
締
役
そ
の
他
の
者
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
1
）
堀
口
亘
「
注
釈
会
社
法
＠
、
商
法
二
六
〇
条
注
釈
」
三
三
八
ー
三
三
九
頁
、
服
部
栄
三
「
常
務
会
の
序
説
的
考
察
」
小
町
谷
記
念
論
文
集
九
三
、
九
七
頁
。

　
　
（
2
）
＝
o
ヨ
畦
9
↓
o
畦
ρ
竃
呂
鵠
彗
”
ω
Q
9
簿
σ
ω
O
Q
日
ヨ
震
9
巴
o
ω
噛
一
㈱
㊤
翼
》
区
ユ
o
仁
解
U
ヰ
Φ
却
O
一
一
σ
o
旨
一
↓
声
詫
σ
鷺
緯
一
2
①
α
o
ω
ω
o
ω
一
簿
ひ
の
き
9
『
韓
①
ω
℃

　
　
　
伽
㌫
P
臨
O
●

　
　
（
3
）
O
o
≦
9
↓
ぽ
寄
一
蓉
苞
①
ω
o
｛
蜜
＆
Φ
旨
O
o
ヨ
冨
薫
い
”
ヨ
ω
＆
も
」
親
－
窃
9
℃
。
琶
ぎ
讐
8
℃
O
o
巨
冨
薯
い
四
ヨ
“
＆
こ
℃
』
ω
一
。

　
　
（
4
）
　
ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
は
、
取
締
役
会
か
ら
執
行
委
員
会
に
ど
の
よ
う
な
権
限
を
委
譲
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
通
常
の
業
務
執
行
に

　
　
　
関
す
る
も
の
は
委
譲
で
き
る
と
か
、
補
助
的
な
権
限
（
日
一
巳
ω
冨
ユ
巴
宮
名
Φ
霧
）
は
委
譲
で
き
る
が
、
指
揮
的
ま
た
は
裁
量
的
な
権
限
（
＆
冨
9
0
ユ
巴
R
島
零
お
け
ご
葛
q

　
　
　
8
≦
Φ
お
）
は
委
譲
で
き
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
実
際
上
は
、
取
締
役
会
決
議
や
付
属
定
款
で
、
取
締
役
会
の
権
限
の
す
べ
て
を
行
使
で
き
る
と
定
め
る
こ
と
が
多
い

　
　
　
し
、
会
社
に
関
す
る
制
定
法
を
眺
め
て
も
、
定
款
変
更
、
合
併
、
解
散
、
附
属
定
款
の
制
定
、
修
正
な
ど
の
重
要
事
項
を
除
い
て
、
執
行
委
員
会
は
取
締
役
会
の
す
べ
て
の
権
限

　
　
　
を
有
す
る
も
の
と
し
て
い
る
（
模
範
事
業
会
社
法
四
二
条
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
会
社
法
七
｝
二
条
）
。

　
　
（
5
）
固
ω
9
σ
。
薦
竃
■
》
こ
↓
冨
ω
叶
歪
9
瑛
Φ
o
騰
二
μ
Φ
O
o
壱
。
声
一
一
〇
P
や
一
ω
㊤
ド
囚
冨
箸
震
≦
。
国
G
＝
魯
一
一
一
蔓
o
h
O
o
弓
o
蚕
冨
o
臼
8
毎
四
鼠
島
冨
9
0
歩

　
　
　
P
謡
捧
並
木
俊
守
「
経
営
委
員
会
の
発
展
と
日
本
商
法
へ
の
継
受
」
企
業
会
計
三
一
巻
一
号
二
六
頁
。

　
　
（
6
）
　
慶
鷹
義
塾
大
学
商
法
研
究
会
・
前
掲
九
九
頁
。

　
　
（
7
）
　
高
鳥
・
前
掲
一
六
四
頁
、
服
部
・
前
掲
論
文
九
七
頁
。



（
8
）
　
立
案
関
係
者
は
現
在
各
企
業
で
行
わ
れ
て
い
る
常
務
会
を
前
提
に
、
そ
の
改
善
を
は
か
る
た
め
に
経
営
委
員
会
を
認
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
そ
し
て
、

現
行
の
常
務
会
制
度
の
欠
点
は
法
定
の
機
関
で
な
い
た
め
、
常
務
会
で
決
定
し
た
事
項
も
再
び
取
締
役
会
の
承
認
を
要
す
る
か
ら
、
迅
速
な
業
務
執
行
の
決
定
手
段
と
し
て
は
問

題
が
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
改
正
試
案
の
経
営
委
員
会
は
取
締
役
会
に
付
属
す
る
任
意
的
機
関
で
あ
り
、
取
締
役
会
が
決
定
す
べ
き
事
項
の
一
部
に
つ
い
て
、
そ
の
決

定
を
委
任
さ
れ
る
と
解
説
し
て
い
る
（
元
木
・
前
掲
二
一
－
一
三
頁
）
。

（
9
）
　
平
尾
賢
三
郎
「
常
務
会
の
法
的
性
質
」
田
中
誠
二
記
念
論
文
集
五
五
一
i
五
五
二
頁
。

（
10
）
　
元
木
・
前
掲
九
頁
。

四
　
業
務
担
当
取
締
役
と
使
用
人
兼
務
取
締
役

　
わ
が
国
の
株
式
会
社
の
取
締
役
の
う
ち
に
は
、
業
務
担
当
取
締
役
ま
た
は
使
用
人
兼
務
取
締
役
も
数
多
く
存
在
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
取

締
役
の
地
位
、
特
に
取
締
役
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
今
回
の
改
正
試
案
も
、
取
締
役
が
法
定
権
限
以
外
の
職
務

（
た
と
え
ぽ
専
務
取
締
役
、
取
締
役
部
長
・
工
場
長
・
支
店
長
）
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
の
職
務
は
取
締
役
会
が
決
定
す
る
と
規
定
し
て
い
る
（
前
掲
改
正

試
案
第
二
、
二
、
2
参
照
）
。
こ
の
取
締
役
の
法
定
権
限
以
外
の
職
務
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
も
の
ば
、
い
わ
ゆ
る
業
務
担
当
取
締
役
と
使
用
人
兼
務

取
締
役
の
職
務
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
ま
ず
、
業
務
担
当
取
締
役
と
使
用
人
兼
務
取
締
役
の
用
語
法
か
ら
考
え
て
み
ょ
う
。
業
務
担
取
締
役

と
い
う
用
語
も
か
な
り
多
様
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
現
行
法
に
規
定
の
あ
る
代
表
取
締
役
（
商
二
六
一
）
を
除
い
て
、
会
社
の
業
務
執
行
を
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
（
2
）

し
て
い
る
取
締
役
、
す
な
わ
ち
、
対
外
関
係
を
伴
わ
な
い
内
部
的
な
業
務
執
行
を
担
当
す
る
取
締
役
の
意
味
に
解
す
る
の
が
多
数
説
と
い
え
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
使
用
人
兼
務
取
締
役
と
い
う
の
は
、
取
締
役
が
同
時
に
使
用
人
的
地
位
を
兼
ね
る
場
合
、
た
と
え
ば
取
締
役
部
長
、
取
締
役
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

場
長
な
ど
を
指
す
こ
と
に
は
異
論
は
な
い
。

　
従
来
、
各
会
社
に
設
け
ら
れ
て
い
た
業
務
担
当
取
締
役
は
会
社
の
内
部
的
な
業
務
を
担
当
す
る
任
意
機
関
で
あ
る
か
ら
、
業
務
担
当
取
締
役
の

な
し
た
行
為
は
会
社
の
行
為
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。
こ
の
関
係
は
、
業
務
担
当
取
締
役
を
直
接
定
款
で
定
め
た
場
合
の
み
で
な
く
、
定
款
に
基
い

　
　
　
取
締
役
会
の
権
限
と
そ
の
委
譲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
　
（
七
五
九
）



　
　
　
取
締
役
会
の
権
限
と
そ
の
委
譲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
　
　
（
七
六
〇
）

て
取
締
役
会
規
則
で
選
任
し
た
場
合
に
も
、
同
様
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
取
締
役
が
同
時
に
部
長
な
ど
の
使
用
人
の
地

位
を
兼
務
す
る
場
合
と
は
異
な
つ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
使
用
人
兼
務
取
締
役
は
取
締
役
会
の
活
動
の
補
助
者
に
過
ぎ
な
い
。
な
お
、
業
務
担
当

取
締
役
と
取
締
役
会
の
関
係
は
、
前
述
し
た
常
務
会
の
場
合
と
同
様
に
、
会
社
の
業
務
執
行
に
関
し
て
は
取
締
役
会
の
下
部
機
関
と
し
て
の
み
設

置
さ
れ
、
取
締
役
会
の
指
揮
、
監
督
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
取
締
役
会
の
決
議
の
み
で
取
締
役
に
担
当
職
務
を
定
め
た
場
合
に
も
、
業
務
担
当
取
締
役
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
と

　
　
　
　
　
（
4
）

い
う
見
解
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
見
解
は
、
代
表
取
締
役
も
広
義
に
お
い
て
は
業
務
担
当
取
締
役
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
つ
て
、
業
務
担
当
取

締
役
と
い
う
言
葉
を
そ
こ
で
は
代
表
取
締
役
の
意
味
に
解
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
け
れ
ど
も
、
取
締
役
会
は
当
然
に
は
会
社
機
関
を
創
造

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
そ
こ
で
定
め
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
業
務
担
当
取
締
役
は
、
取
締
役
会
の
補
助
者
で
あ
る
使
用
人
的
地
位
を
有
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
使
用
人
兼
務
取
締
役
と
実
質
的
に
差
異
は
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
。
た
だ
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
取
締
役
会
は
そ

の
よ
う
な
補
助
者
で
あ
る
取
締
役
が
な
し
た
行
為
を
通
常
は
受
領
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
限
り
で
は
、
そ
の
行
為
が
会
社
の
行
為
と
な
る
過

程
に
差
異
が
あ
る
に
と
ど
ま
る
。

　
任
意
機
関
と
し
て
業
務
担
当
取
締
役
と
常
務
会
ま
た
は
経
営
委
員
会
と
は
、
取
締
役
会
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
下
部
機

関
と
し
て
の
性
質
を
有
し
て
い
る
。
従
つ
て
、
そ
れ
ら
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
は
当
然
に
は
優
劣
の
関
係
は
生
じ
な
い
。
ま
た
、
代
表
権
を
も
た

な
い
業
務
担
当
取
締
役
や
使
用
人
兼
務
取
締
役
が
、
会
社
の
た
め
に
法
律
行
為
を
な
す
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
に
表
見
代
表
取
締
役
の
規
定

（
商
二
六
二
）
が
適
用
さ
れ
る
場
合
は
別
と
し
て
、
一
般
に
そ
こ
に
生
ず
る
法
律
関
係
は
会
社
代
表
の
そ
れ
で
は
な
く
、
代
理
関
係
そ
の
も
の
に

ほ
か
な
ら
な
い
。

　
　
（
1
）
　
大
隅
・
全
訂
会
社
法
論
中
一
二
二
頁
、
田
中
誠
・
前
掲
上
五
三
六
－
五
三
七
頁
、
山
口
前
掲
三
五
五
頁
、
菅
原
菊
志
「
判
例
評
釈
」
商
事
判
例
研
究
昭
和
三
五
年
度
三
九
八

　
　
　
頁
。

　
　
（
2
）
　
反
対
に
、
代
表
取
締
役
と
業
務
担
当
取
締
役
と
を
同
視
し
て
、
代
表
取
締
役
の
ほ
か
に
独
立
し
た
地
位
を
有
す
る
業
務
担
当
取
締
役
を
認
め
な
い
立
場
を
と
る
も
の
と
し



　
て
、

（
3
）

（
4
）

東
京
地
判
昭
和
三
〇
・
六
・
九
下
級
民
集
六
巻
六
号
一
〇
七
九
頁
が
あ
る
。

東
京
地
判
昭
和
三
五
・
一
〇
・
二
八
下
級
民
集
二
巻
一
〇
号
二
三
〇
二
頁
参
照
。

大
隅
・
山
口
・
総
合
判
例
研
究
叢
書
商
法
㈲
・
取
締
役
会
お
よ
び
代
表
取
締
役
一
〇
七
頁
。

五
　
取
締
役
会
の
権
限
委
譲
を
め
ぐ
る
立
法
論

　
株
式
会
社
の
業
務
執
行
機
関
と
し
て
の
取
締
役
会
の
権
限
の
行
使
、
ま
た
は
、
権
限
委
譲
の
態
様
を
立
法
論
的
に
考
察
す
る
場
合
、
そ
の
前
提

と
な
る
二
つ
の
重
要
な
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
第
一
に
、
業
務
執
行
の
決
定
に
際
し
て
は
慎
重
な
手
続
が
と
ら
れ
る
と
共
に
、
業
務
内
容
の
変

化
と
多
様
性
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
業
務
執
行
の
た
め
に
機
動
的
な
組
織
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
業
務
執
行
担
当
者
の
権
限
が
独
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

的
に
行
使
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
を
監
査
ま
た
は
監
視
す
る
機
構
を
適
当
に
構
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
わ
が
国
の
株
式
会
社
に
お
け

る
業
務
執
行
に
つ
い
て
は
、
取
締
役
会
が
一
般
的
な
業
務
執
行
機
関
と
し
て
こ
れ
に
当
り
、
監
査
機
関
と
し
て
の
監
査
役
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
一
定
規
模
以
上
の
会
社
の
会
計
監
査
に
つ
い
て
は
、
公
認
会
計
士
ま
た
は
監
査
法
人
で
あ
る
会
計
監
査
人
が
こ
れ
に
当
り
、
監
査
役
に
協

力
し
て
い
る
。
ま
た
取
締
役
会
が
そ
の
決
定
し
た
業
務
執
行
を
代
表
取
締
役
な
ど
に
実
行
さ
せ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
者
に
対
す
る
権
限
委
譲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

に
基
く
監
視
権
が
取
締
役
会
に
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
監
査
役
な
ど
の
監
査
機
関
の
報
告
は
株
主
総
会
に
対
し
て
な
さ
れ
、
ま
た
、
業
務
執
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

機
関
と
監
査
機
関
の
間
に
意
見
の
対
立
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
い
ず
れ
に
従
う
か
は
原
則
と
し
て
株
主
総
会
が
決
め
る
こ
と
と
な
る
。

　
現
行
法
上
の
業
務
執
行
に
関
す
る
機
関
組
織
と
そ
の
運
営
を
こ
の
よ
う
に
理
解
し
た
上
で
、
ま
ず
、
取
締
役
会
の
権
限
を
代
表
取
締
役
に
委
譲

す
る
場
合
の
立
法
の
あ
り
方
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。
業
務
執
行
の
機
動
性
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
取
締
役
会
の
権
限
を
代
表
取
締
役
に
委
譲

す
る
の
が
適
当
な
場
合
が
多
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
場
合
に
は
、
代
表
取
締
役
に
よ
る
権
限
の
行
使
が
独
断
に
走
る
お
そ
れ
の
あ
る
こ
と
も
広
く

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
取
締
役
会
が
そ
の
業
務
執
行
権
を
代
表
取
締
役
に
委
譲
し
た
場
合
に
も
、
取
締
役
会
は
代
表
取
締
役
の

　
　
　
取
締
役
会
の
権
限
と
そ
の
委
譲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
　
（
七
六
一
）



　
　
　
取
締
役
会
の
権
限
と
そ
の
委
譲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
　
（
七
六
二
）

業
務
執
行
を
指
揮
し
監
督
す
る
権
利
と
義
務
と
を
有
す
る
が
、
実
際
に
は
そ
の
監
視
義
務
が
十
分
に
果
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。
そ
の
理
由

と
し
て
は
第
一
に
、
わ
が
国
の
株
式
会
社
の
取
締
役
の
大
部
分
は
社
内
の
従
業
員
か
ら
選
任
さ
れ
て
お
り
、
従
つ
て
、
従
業
員
時
代
の
上
司
で
あ

つ
た
社
長
や
先
輩
の
取
締
役
に
対
し
て
頭
が
上
ら
ず
、
ま
し
て
、
こ
れ
ら
の
先
輩
取
締
役
が
な
し
た
業
務
執
行
を
批
判
し
監
督
す
る
こ
と
は
期
待

で
き
な
い
。
第
二
に
、
い
わ
ゆ
る
平
取
締
役
の
う
ち
の
か
な
り
の
数
の
者
は
部
長
、
工
場
長
、
支
店
長
な
ど
の
使
用
人
業
務
を
兼
務
し
て
お
り
、

そ
の
た
め
、
他
の
取
締
役
が
担
当
し
実
行
し
た
業
務
執
行
を
批
判
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
も
、
ど
う
し
て
も
互
い
に
か
ば
い
合
う
気
持
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

強
く
、
十
分
な
業
務
監
査
は
望
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
取
締
役
の
経
歴
、
業
務
分
担
の
実
情
な
ど
か
ら

見
て
、
取
締
役
会
内
部
で
経
営
機
能
と
監
視
機
能
と
を
明
確
に
区
別
で
き
る
基
盤
の
乏
し
い
こ
と
か
ら
い
う
と
、
取
締
役
会
の
権
限
を
代
表
取
締

役
に
委
譲
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
立
法
上
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
取
扱
う
か
に
つ
い
て
は
慎
重
な
配
慮
を
必
要
と
し
よ
う
。

　
取
締
役
会
の
権
限
を
代
表
取
締
役
に
委
譲
す
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
次
に
、
常
務
会
な
り
経
営
委
員
会
に
委
譲
す
る
場
合
に
は
、

そ
こ
に
い
か
な
る
問
題
が
生
ず
る
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
権
限
を
委
譲
さ
れ
る
相
手
方
が
代
表
取
締
役
よ
り
も
広
い
範

囲
の
取
締
役
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
、
理
論
的
に
は
、
独
断
的
な
処
理
の
生
ず
る
危
険
は
少
な
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
ア
メ
リ
ヵ
法

に
お
け
る
よ
う
に
言
ω
往
震
島
お
9
S
と
2
房
箆
震
島
お
9
興
の
区
別
も
な
い
わ
が
国
の
企
業
に
お
い
て
は
、
取
締
役
会
か
常
務
会
な
り
経

営
委
員
会
に
対
し
て
監
視
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
常
務
会
な
ど
が
経
営
に
関
す
る
情
報
を
十
分
に
与
え
る
と
い
う
保
証
も

な
い
。
こ
の
点
は
、
取
締
役
会
の
内
部
に
社
外
取
締
役
を
入
れ
れ
ば
あ
る
程
度
解
決
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
こ
と
は
現
在
の
取
締
役
の
あ
り

方
を
大
き
く
変
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
従
業
員
が
そ
の
昇
進
の
目
標
と
し
た
取
締
役
に
な
り
難
く
な
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の
勤
労
意

欲
を
減
少
す
る
と
い
う
懸
念
も
あ
る
。

　
更
に
理
論
的
に
考
え
て
も
、
経
営
委
員
会
な
ど
を
取
締
役
会
と
は
別
に
法
定
す
る
場
合
に
は
、
経
営
委
員
会
に
属
す
る
取
締
役
と
矛
、
こ
に
属
さ

な
い
取
締
役
と
の
関
係
を
、
い
か
に
構
成
す
る
か
と
い
う
厄
介
な
問
題
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
経
営
委
員
会
な
ど
に
属
す
る
取
締
役
が
業
務
執
行



に
関
し
て
決
定
し
実
行
し
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
属
さ
な
い
取
締
役
は
責
任
を
負
う
か
、
ま
た
、
そ
の
根
拠
は
何
か
と
い
う
間
題
で
あ

る
。
ア
メ
リ
ヵ
法
に
お
い
て
は
、
取
締
役
会
が
経
営
委
員
会
な
ど
に
業
務
執
行
の
権
限
を
委
譲
し
て
も
、
そ
れ
に
ょ
つ
て
取
締
役
の
責
任
を
免
除

す
る
も
の
で
は
な
く
、
経
営
委
員
会
の
構
成
員
が
注
意
義
務
に
違
反
し
て
会
社
に
損
害
を
加
え
た
場
合
に
は
、
そ
こ
に
属
さ
な
い
取
締
役
も
責
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

を
負
う
べ
き
で
あ
る
と
の
規
定
を
設
け
て
い
る
州
法
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
裁
判
所
は
、
経
営
委
員
会
の
構
成
員
で
は
な
い
取
締
役
が

現
実
に
知
つ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
は
ず
の
委
員
会
の
違
法
行
為
に
つ
い
て
、
同
様
に
責
任
を
負
う
こ
と
に
抵
抗
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

お
り
、
こ
れ
ら
の
州
法
の
規
定
に
制
限
を
加
え
る
こ
と
が
多
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
わ
が
国
の
株
式
会
社
に
お
い
て
は
、
業
務
執
行
の
権
限
は
取
締
役
会
に
あ
る
と
同
時
に
、
監
査
機
関
と
し
て
の
監
査
役
が
存

在
す
る
と
い
う
点
が
ア
メ
リ
カ
法
と
は
異
な
つ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
は
、
取
締
役
会
の
機
能
を
業
務
執
行
と
監
査
の
二
つ
に
分
け
る

傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
、
監
査
機
能
を
担
当
す
る
取
締
役
の
任
務
は
、
事
前
的
、
予
防
的
な
も
の
と
同
時
に
、
事
後
的
、
救
済
的

な
監
査
を
も
そ
の
内
容
に
含
む
こ
と
と
な
ろ
う
。
そ
の
点
で
は
、
わ
が
国
の
よ
う
に
事
後
的
、
救
済
的
な
監
査
は
監
査
役
と
い
う
別
の
機
関
が
担

当
す
る
場
合
に
は
、
取
締
役
会
内
部
に
お
け
る
監
視
機
能
は
事
前
的
、
予
防
的
な
も
の
に
重
点
が
あ
る
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
従
つ
て
日

本
法
に
お
い
て
は
、
経
営
委
員
会
に
属
さ
な
い
取
締
役
は
違
法
行
為
の
阻
止
義
務
を
負
い
、
ま
た
、
そ
の
責
任
も
経
営
委
員
会
の
構
成
員
た
る
取

締
役
と
同
様
で
あ
る
が
、
職
務
内
容
の
相
違
に
基
く
差
異
は
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
改
正
試
案
が
経
営
委
員
会
を
ど
の
よ
う
な
構
想
の
も
と
に
法
定
す
る
か
が
注
目
さ
れ
る
が
、
具
体
的
に
は
、
取
締
役
会
の
委
任
に
よ
つ
て
経
営

委
員
会
が
会
社
の
業
務
執
行
を
決
定
す
る
と
い
う
手
順
を
予
定
し
て
い
る
（
前
掲
改
正
試
案
第
二
、
三
、
3
参
照
）
。
そ
の
点
で
は
、
経
営
委
員
会
に

属
す
る
取
締
役
と
そ
う
で
な
い
取
締
役
と
の
関
係
は
、
従
来
、
取
締
役
会
の
内
部
で
業
務
執
行
の
権
限
を
委
譲
さ
れ
ま
た
は
補
助
者
と
し
て
業
務

執
行
に
当
る
取
締
役
と
、
こ
れ
に
当
ら
な
い
で
、
取
締
役
会
の
内
部
で
指
揮
ま
た
は
監
視
を
担
当
す
る
取
締
役
と
の
関
係
と
、
基
本
的
に
は
同
様
で

あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
経
営
委
員
会
に
属
さ
な
い
取
締
役
の
職
務
ま
た
は
責
任
を
考
察
す
る
場
合
に
は
、
従
来
、
取
締
役
会
の
内
部
で
指
揮
ま
た
は

　
　
　
取
締
役
会
の
権
限
と
そ
の
委
譲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
　
（
七
六
三
）



　
　
　
取
締
役
会
の
権
限
と
そ
の
委
譲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
　
（
七
六
四
）

監
視
に
当
つ
た
取
締
役
の
地
位
に
関
す
る
議
論
が
参
考
と
な
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
学
説
の
多
く
ば
、
取
締
役
会
は
代
表

取
締
役
の
な
す
業
務
執
行
に
つ
い
て
監
視
機
能
を
有
L
て
お
り
、
取
締
役
会
に
属
す
る
個
々
の
取
締
役
の
監
視
義
務
は
、
取
締
役
会
に
上
程
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

た
事
項
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
こ
に
上
程
さ
れ
な
い
事
項
に
関
し
て
も
及
ぶ
も
の
と
解
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
改
正
試
案
に
お
け
る
経
営
委

員
会
の
場
合
に
は
、
取
締
役
会
か
ら
委
任
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
法
令
ま
た
は
定
款
の
定
め
に
ょ
る
ほ
か
、
一
定
範
囲
の
法
定
の
制
限
が
設
け
ら

れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
取
締
役
会
が
権
限
の
一
部
を
委
譲
し
た
経
営
委
員
会
の
行
為
に
よ
つ
て
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
同
様
に
、
取
締
役
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

に
属
す
る
そ
の
他
の
取
締
役
に
も
賠
償
義
務
が
生
ず
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
多
く
の
州
の
立

法
例
に
も
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
改
正
試
案
の
経
営
委
員
会
を
立
法
化
す
る
場
合
に
は
、
取
締
役
会
か
ら
権
限
を
委
譲
さ

れ
る
他
の
下
部
機
関
と
の
関
連
性
も
あ
り
、
ま
た
、
経
営
形
態
の
自
由
な
選
択
と
い
う
点
か
ら
い
つ
て
も
、
あ
ま
り
細
部
に
立
入
つ
て
規
定
す
る

こ
と
は
適
当
で
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
む
し
ろ
監
査
役
制
度
の
充
実
を
進
め
る
こ
と
が
先
決
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
商
法
上
の
機
関
構
成
と
従
来
の
経
験
か
ら
い
つ
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
取
締
役
会
の
な
か
に
監
査
委
員
会
な
ど
を
設
け
て

そ
の
監
視
を
強
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
会
社
機
構
を
い
た
ず
ら
に
複
雑
に
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
取
締
役
会
の
業
務
執
行
権
と
監
視
権
と

を
分
離
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
、
そ
の
実
効
性
を
期
待
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
監
査
役
制
度
の
充
実
強
化
を
促
進

す
る
と
共
に
、
会
計
監
査
人
の
円
滑
な
活
動
の
確
保
に
重
点
を
お
く
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
た
と
え
ぽ
監
査
役
に
対
す
る
報
酬
を
総
会
で
別
に

定
め
、
監
査
役
候
補
者
の
決
定
を
慎
重
に
行
う
な
ど
し
て
監
査
役
の
地
位
の
独
立
を
は
か
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
監
査
役
に
経
営
に
関

す
る
情
報
を
豊
富
に
提
供
で
き
る
よ
う
各
会
社
で
工
夫
す
る
余
地
を
認
め
、
監
査
役
会
を
ひ
ん
ば
ん
に
開
催
で
き
る
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
も
重

要
で
あ
る
。
更
に
監
査
役
に
会
計
監
査
人
の
候
補
者
を
決
定
す
る
権
限
を
認
め
、
業
務
監
査
と
並
ん
で
会
計
監
査
の
実
効
が
あ
が
る
よ
う
に
工
夫

す
る
こ
と
も
妥
当
で
あ
る
。
右
に
述
べ
た
各
種
の
手
続
を
用
意
し
工
夫
を
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
監
査
役
が
取
締
役
会
の
業
務
執
行
の
概
要
を
把

握
す
る
と
共
に
、
効
率
的
に
そ
の
監
査
が
で
ぎ
る
よ
う
に
改
善
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。



　
次
に
取
締
役
会
関
係
の
問
題
と
し
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
常
務
会
の
利
用
が
盛
ん
に
な
つ
た
こ
と
に
伴
つ
て
、
取
締
役
会
が
形
骸
化
し
て
い

る
と
す
れ
ば
、
そ
の
限
り
で
は
、
取
締
役
会
が
委
譲
で
き
る
権
限
の
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
会
社
が
機
密
の
漏
洩
を
お

そ
れ
て
重
要
な
案
件
を
常
務
会
で
審
議
し
、
株
主
に
は
公
開
さ
れ
な
い
常
務
会
の
議
事
録
に
の
み
掲
載
す
る
場
合
も
あ
つ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
議
事
録
を
取
締
役
、
監
査
役
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
業
務
担
当
取
締
役
な
ど
に
つ
い
て
、
会
社
内
部

に
お
け
る
役
割
を
定
め
る
こ
と
も
差
支
な
い
。
た
だ
大
会
社
と
い
つ
て
も
、
取
締
役
の
人
数
や
そ
の
活
動
形
態
に
は
か
な
り
の
差
異
が
あ
る
か

ら
、
商
法
が
経
営
委
員
会
や
業
務
担
当
取
締
役
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
詳
細
か
つ
固
定
的
に
規
定
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。
商
法
と
し
て
は
、

会
社
が
種
々
の
経
営
形
態
を
採
用
で
き
る
道
を
残
し
な
が
ら
、
必
要
か
つ
最
小
限
度
の
規
制
を
設
け
る
と
い
う
立
場
を
基
本
と
す
べ
ぎ
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
常
務
会
ま
た
は
経
営
委
員
会
を
法
定
し
て
枠
を
は
め
る
こ
と
よ
り
も
、
取
締
役
会
は
会
社
企
業
の
経
営
に
関
す
る
い
つ
さ
い
の

権
限
を
有
し
て
お
り
、
代
表
取
締
役
そ
の
他
に
権
限
の
一
部
を
委
譲
す
る
場
合
に
も
、
こ
れ
に
対
す
る
指
揮
、
監
督
の
権
限
を
放
棄
で
き
な
い
旨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

を
規
定
す
る
こ
と
が
現
状
に
お
い
て
は
賢
明
な
方
法
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
1
）
　
業
務
執
行
機
構
の
作
り
方
を
比
較
法
的
に
眺
め
る
と
、
国
一
ω
窪
ぽ
茜
の
い
う
よ
う
に
（
固
器
旨
窪
騨
o
質
9
f
ワ
一
刈
邸
）
、
会
社
に
業
務
執
行
機
関
と
し
て
は
取
締
役
会

　
　
　
し
か
な
い
と
き
は
、
す
べ
て
の
取
締
役
が
執
行
担
当
者
か
ら
独
立
し
て
監
視
機
能
を
実
行
す
る
か
、
ま
た
は
、
取
締
役
会
の
う
ち
で
、
業
務
執
行
を
担
当
し
な
い
取
締
役
が
多
数

　
　
　
を
占
め
る
か
と
い
う
二
つ
の
方
法
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
業
務
執
行
に
関
し
て
二
つ
の
機
関
を
も
つ
場
合
に
は
、
執
行
担
当
者
と
監
査
担
当
者
が
別
個
の
会
社
機
関
に
属
す

　
　
　
る
と
い
う
方
法
が
あ
る
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
右
の
三
つ
の
方
法
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

　
　
（
2
）
　
取
締
役
会
は
代
表
取
締
役
な
ど
の
業
務
執
行
を
監
視
す
る
と
か
、
取
締
役
会
は
監
査
機
能
を
も
有
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
監
視
と
か
監
査
と
い
う
言
葉
が
区
別
し
な
い
で
使

　
　
　
用
さ
れ
て
い
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
ま
た
、
会
計
監
査
と
い
う
場
合
の
監
査
と
は
何
か
が
会
計
学
に
お
い
て
議
論
さ
れ
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
会
計
と
そ
れ
に
関
連
す
る
取
引
事

　
　
　
実
の
正
否
に
つ
い
て
、
そ
の
担
当
者
以
外
の
第
三
者
が
検
査
す
る
こ
と
と
解
す
る
の
が
通
常
の
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
取
締
役
会
が
代
表
取
締
役
な
ど
に
業
務
執
行

　
　
　
の
権
限
を
委
譲
し
た
場
合
の
よ
う
に
、
自
己
の
有
す
る
権
限
を
他
人
に
委
せ
て
、
こ
れ
を
指
揮
、
監
督
す
る
場
合
を
監
視
ま
た
は
監
視
機
能
と
い
い
、
反
対
に
、
自
分
で
は
業
務

　
　
　
執
行
の
権
限
を
も
た
な
い
者
が
、
他
人
の
行
う
業
務
執
行
の
内
容
を
調
べ
る
場
合
を
監
査
ま
た
は
監
査
機
能
と
い
う
言
葉
で
表
現
す
る
よ
う
に
努
め
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
用
語

　
　
　
を
区
別
し
て
使
用
す
る
の
は
、
監
視
機
能
が
問
題
と
な
る
場
合
に
は
、
一
般
に
業
務
執
行
の
状
態
を
検
討
し
て
、
事
前
的
、
予
防
的
な
措
置
を
も
と
り
う
る
の
に
対
し
監
査
機
能

　
　
　
が
問
題
と
な
る
場
合
に
は
、
事
後
的
、
救
済
的
措
置
を
勧
告
す
る
こ
と
が
原
則
と
な
る
な
ど
の
点
で
、
両
者
は
相
違
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
こ
の
点
に
関
し
て
目
本
法
を
見
る
と
、
そ
の
内
容
は
必
ず
し
も
右
の
よ
う
に
整
理
し
て
規
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
取
締
役
会
に
よ
る
監
視
と
ド

　
　
　
取
締
役
会
の
権
限
と
そ
の
委
譲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
　
（
七
六
五
）



　
取
締
役
会
の
権
限
と
そ
の
委
譲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
　
（
七
六
六
）

　
イ
ツ
法
上
の
監
査
役
に
よ
る
監
査
と
は
、
そ
の
実
際
の
効
果
は
近
づ
い
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
よ
う
に
執
行
担
当
者
を
取
締
役
会
が
監
視

す
る
方
が
、
業
務
執
行
権
を
も
た
な
い
監
査
役
が
監
査
す
る
よ
り
も
、
経
営
上
の
判
断
に
と
つ
て
よ
り
合
理
的
な
結
果
が
生
ず
る
と
考
え
る
も
の
な
ど
（
両
一
ω
9
ぼ
茜
鳩
○
や

　9

ε
P
一
Q。
9
ω
9
”
9
二
Φ
き
↓
冨
一
冨
げ
臣
寓
霧
亀
o
由
8
”
ぎ
留
e
巳
象
9
菖
9
凶
＆
一
霧
瑛
き
8
0
h
8
壱
o
声
3
0
曲
8
虜
”
昌
自
良
冨
9
0
鵠
｝
P
。
ω
）
も
あ
る
。

（
3
）
　
「
株
式
会
社
の
機
関
に
関
す
る
改
正
試
案
」
が
定
め
て
い
る
よ
う
に
、
計
算
書
類
の
確
定
権
限
が
取
締
役
会
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
も
、
会
計
監
査
人
な
ど
が
計
算

　
の
内
容
に
つ
い
て
取
締
役
会
と
意
見
を
異
に
す
る
と
き
は
、
も
は
や
取
締
役
会
に
は
確
定
権
限
は
認
め
ら
れ
な
い
（
改
正
試
案
第
一
、
U
、
1
、
b
参
照
）
。
従
つ
て
そ
の
場
合

　
に
は
、
株
主
総
会
が
そ
れ
ら
の
意
見
を
き
い
た
上
で
、
そ
の
い
ず
れ
か
に
決
定
す
る
と
い
う
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

（
4
）
　
田
中
誠
「
機
関
改
正
試
案
の
中
心
的
問
題
点
」
商
事
法
務
八
四
五
号
二
二
頁
。

（
5
）
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
会
社
法
七
一
二
条
＠
そ
の
他
の
州
法
に
つ
い
て
は
、
竃
a
巴
ω
島
置
霧
ω
O
o
壱
o
益
一
ご
ロ
訪
9
＞
昌
ぎ
蜜
8
9
ち
ミ
ω
賃
℃
口
①
簿
9
“
P
認
即
認
9

　
な
お
、
一
九
七
五
年
に
改
正
さ
れ
た
模
範
事
業
会
社
法
四
二
条
に
お
い
て
は
、
取
締
役
会
が
委
員
会
を
設
け
て
権
限
を
委
譲
し
た
場
合
、
委
員
会
が
委
譲
さ
れ
た
権
限
の
範
囲
内

　
に
お
い
て
行
為
を
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
取
締
役
が
自
己
の
職
務
を
誠
実
に
注
意
深
く
遂
行
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
規
定
し
、
こ
れ
に
従
う
州
法
も
現
わ
れ
た

　
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

（
6
）
ω
9
器
岳
9
0
で
o
F
P
㎝
癖
－
蜜
＞
ξ
Φ
F
↓
幕
O
o
壱
興
”
a
国
臣
。
暮
貯
Φ
O
。
ヨ
ヨ
葺
8
”
訪
U
ま
日
目
”
暁
畠
9
Φ
乞
9
白
Φ
ヨ
げ
震
9
器
9
8
q
。

　
国
騨
r
国
Φ
≦
く
o
一
・
§
ワ
呂
9
並
木
・
前
掲
二
九
－
三
〇
頁
。

（
7
）
　
最
判
昭
和
四
八
・
五
・
二
二
民
集
二
七
巻
五
号
六
五
五
頁
。

（
8
）
　
℃
撃
q
噂
℃
お
ユ
の
ユ
Φ
黛
o
津
の
仁
一
ω
ω
Φ
α
Φ
ω
ω
o
ω
審
幕
ω
こ
目
謡
㌣
謡
ω
●

（
9
）
　
慶
鷹
義
塾
大
学
商
法
研
究
会
・
前
掲
九
九
頁
。

六
　
む
　
す
　
び

　
取
締
役
会
の
権
限
と
そ
の
委
譲
の
問
題
を
究
明
し
よ
う
と
し
た
本
稿
に
お
い
て
は
、
取
締
役
会
は
会
社
の
業
務
執
行
を
ど
の
よ
う
に
し
て
行
っ

て
い
く
か
、
そ
の
権
限
を
代
表
取
締
役
そ
の
他
に
委
譲
す
る
場
合
に
は
、
取
締
役
会
の
監
視
権
ま
た
は
そ
れ
に
基
く
責
任
は
ど
う
な
る
か
な
ど
の

点
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
従
来
行
わ
れ
て
い
た
議
論
を
整
理
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
株
式
会
社
の
業
務
執
行
に
関

し
て
最
も
基
本
的
で
あ
り
、
か
つ
、
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
点
に
つ
い
て
も
、
既
に
学
説
は
分
れ
て
い
た
。
従
つ
て
、
「
株
式
会
社
の
機
関
に
関

す
る
改
正
試
案
」
が
予
定
し
て
い
る
よ
う
に
、
取
締
役
会
の
な
か
に
経
営
委
員
会
を
設
け
る
た
め
に
詳
細
な
規
定
を
お
こ
う
と
す
る
と
、
そ
の
解



釈
が
紛
糾
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
従
来
の
対
立
す
る
学
説
に
つ
い
て
批
判
し
、
取
締
役
会
は
業
務
執
行
の
決
定
と
実
行
の

権
限
を
有
す
る
と
共
に
、
自
己
の
責
任
に
お
い
て
、
そ
の
権
限
行
使
を
下
部
機
関
に
分
担
さ
せ
ま
た
は
そ
の
た
め
に
補
助
者
を
使
用
す
る
こ
と
は

差
支
え
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
次
に
、
代
表
取
締
役
に
選
任
さ
れ
る
と
業
務
執
行
権
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
一
般
に
用
い
ら
れ
る
表
現

は
、
法
律
的
に
は
き
わ
め
て
大
胆
な
表
現
で
あ
り
、
正
確
に
ば
、
代
表
関
係
を
伴
う
業
務
執
行
に
つ
い
て
の
み
妥
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
た
。
も
つ
と
も
、
会
社
が
定
款
で
代
表
取
締
役
に
業
務
執
行
の
権
限
あ
る
こ
と
を
規
定
し
た
場
合
に
は
、
会
社
の
任
意
の
業
務
執
行
機
関
と

な
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
、
取
締
役
会
の
指
揮
、
監
督
を
受
け
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

　
最
近
に
お
い
て
は
、
取
締
役
会
の
ほ
か
に
常
務
会
な
ど
の
制
度
を
活
用
す
る
会
社
も
増
え
て
ぎ
て
い
る
。
ま
た
、
会
社
が
常
務
会
ま
た
は
改
正

試
案
の
定
め
る
経
営
委
員
会
を
設
け
る
場
合
に
は
、
取
締
役
会
か
ら
業
務
執
行
に
関
す
る
権
限
が
委
譲
さ
れ
る
こ
と
も
起
り
う
る
が
、
取
締
役
会

の
権
限
委
譲
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
、
代
表
取
締
役
な
ど
が
委
譲
を
受
け
る
場
合
と
本
質
的
に
は
異
な
ら
な
い
。
従
つ
て
、
常
務
会
や
経
営
委
員

会
は
取
締
役
会
め
下
部
機
関
と
し
て
の
み
設
置
さ
れ
、
取
締
役
会
は
常
務
会
な
ど
の
活
動
に
対
し
て
も
指
揮
、
監
督
の
権
限
を
有
し
て
い
る
。
た

だ
、
わ
が
国
の
株
式
会
社
に
は
社
外
取
締
役
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
代
表
取
締
役
や
常
務
会
に
対
す
る
監
視
や
批
判
が
十

分
に
行
わ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。
次
に
、
業
務
担
当
取
締
役
や
使
用
人
兼
務
取
締
役
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
前
者
は
会
社
の
内
部

的
業
務
を
担
当
す
る
任
意
機
関
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
取
締
役
会
の
活
動
の
補
助
者
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
業
務
担
当
取
締
役
と
取
締
役

会
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
常
務
会
の
場
合
と
同
様
に
、
取
締
役
会
の
下
部
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
、
そ
の
指
揮
、
監
督
を
受
け
る
こ
と

を
述
べ
て
き
た
。

　
そ
こ
で
立
法
論
と
し
て
は
、
常
務
会
や
経
営
委
員
会
あ
る
い
は
業
務
担
当
取
締
役
な
ど
の
活
動
に
枠
を
は
め
、
細
部
に
わ
た
つ
て
規
定
す
る
こ

と
は
、
企
業
の
自
由
で
多
様
な
経
営
活
動
を
制
約
す
る
お
そ
れ
が
多
い
。
取
締
役
会
の
権
限
と
そ
の
委
譲
に
関
す
る
商
法
の
規
定
は
、
　
一
方
で

は
、
取
締
役
会
の
形
骸
化
を
で
き
る
だ
け
阻
止
す
る
方
向
で
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
、
必
要
か
つ
最
小
限
度
の
規
制
に
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と
ど
め
る
こ
と
を
基
本
と
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
取
締
役
会
は
企
業
の
経
営
に
関
す
る
い
つ
さ
い
の
権
限
を
有
し
て
お
り
、

そ
の
権
限
の
一
部
を
代
表
取
締
役
な
ど
に
委
譲
す
る
場
合
に
も
、
こ
れ
に
対
す
る
指
揮
、
監
督
の
権
限
を
放
棄
で
き
な
い
旨
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
、
現
状
に
お
い
て
は
最
も
賢
明
な
立
法
の
あ
り
方
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。


